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※ 本コンセンサスステートメントにおける用語の定義 

周術期：手術が決定してから手術当日まで、手術中、手術後退院までのすべての時期を指す。 

手術：全身麻酔を伴う、外科手術、検査、処置、生検、および血管内カテーテル手術などを指

し、局所麻酔や鎮静で行う小手術、処置は含まない。 

血液製剤：洗浄赤血球を除く赤血球製剤、全血製剤、血小板製剤、新鮮凍結血漿、アルブミン 

製剤、ヒト免疫グロブリン製剤、血液凝固因子製剤、アンチトロンビン製剤、組織接着剤を指 

す。 

 

【ポイント】 

   本ステートメントは、緊急手術、予定手術の如何に関わらず、以下の基準を満たさない場合

であっても、主治医の判断で、手術を行うことを妨げない。 

 1)術前ワクチン 

    ①注射不活化ワクチン、mRNA ワクチン:手術の 48 時間前までに接種を完了する。 

    ②弱毒生ワクチン 

      a.注射弱毒生ワクチン（BCG は除く）: 

     ・麻疹、風疹、水痘ワクチン:手術の 3週間前までに接種を完了する。 

       ・おたふくかぜワクチン:手術の 4週間前までに接種を完了する。 

   b.BCG ワクチン:手術の 4週間前までに接種を完了する。 

      c.経口弱毒生ヒトロタウイルスワクチン、5 価経口弱毒生ロタウイルスワクチン 

（以下、経口弱毒生ロタウイルスワクチン）：手術の 4週間前までに接種を完了する。 

      d.経鼻弱毒生インフルエンザワクチン:手術の 4週間前までに接種を完了する。 

 2)術後ワクチン 

   【周術期に血液製剤の投与を受けなかった場合】 

    ① 注射不活化ワクチン、全ての弱毒生ワクチン、mRNA ワクチン: 

術後状態が安定するまで接種を控える。 

  【周術期に血液製剤の投与を受けた場合】 

  ① 注射不活化ワクチン、mRNA ワクチン: 

   血液製剤投与の影響は受けないが、術後状態が安定するまで接種を控える。 

  ② 弱毒生ワクチン 

   a.注射弱毒生ワクチン（BCG は除く）: 

      ・輸血（洗浄赤血球は除く）、ヒト免疫グロブリンを投与した場合 

     接種を 3か月は控える 4)。 

     ・ヒト免疫グロブリンを大量投与（200mg/kg 以上）した場合 

     接種を 6か月は控える 4)。 

   b.BCG ワクチン:  

        血液製剤投与の影響は受けないが、術後状態が安定するまで接種を控える。 

      c.経口弱毒生ロタウイルスワクチン:  

        血液製剤投与の影響は受けないが、術後状態が安定するまで接種を控える。 

      d.経鼻弱毒生インフルエンザワクチン: 

        血液製剤投与の影響は受けないが、術後状態が安定するまで接種を控える。 



【背景】 

近年、小児に接種すべきワクチンの種類が増加している。ワクチンで予防可能な疾患から子

どもを守るためには、接種可能な時期になったら遅滞なく接種することが重要である。手術や

麻酔の前後にワクチンを接種しても、ワクチン効果の低下や副反応の増加を示す明確なエビデ

ンスは報告されておらず 1)、予定手術などを理由に安易に接種を遅らせるべきではない。一方で、

国内には、小児における周術期ワクチンスケジュールに関する統一方針がないため、各施設が

独自のルールを設定して接種計画をたてているのが現状である。日本小児科学会および日本麻

酔科学会は、小児周術期ワクチンスケジュール検討ワーキンググループ（WG）を合同で設立し、

入手しうる国内外の最新のエビデンスをもとにコンセンサスステートメントを公開する。 

 

【総論】 

1.ワクチンを接種すべきではない状況 

37.5 度以上の発熱や重篤な急性疾患を有する場合は、回復するまで接種を待つ。また過去に

接種したワクチンでアナフィラキシーを呈したことがある場合、各ワクチンの接種不適当者に

該当する場合（各ワクチンの添付文書を参照のこと）は、当該ワクチンの接種はできない 2)。 

 

2.ワクチン接種間隔 

 2025 年現在、日本で接種可能なワクチンには、注射不活化ワクチン、注射弱毒生ワクチン、

経口弱毒生ワクチン、経鼻弱毒生ワクチン、mRNAワクチンの5種類がある。麻疹・風疹・水痘・

おたふくかぜ・BCG などの注射弱毒生ワクチンの次に異なる注射弱毒生ワクチンを接種する際は、

27 日以上の間隔をあけて接種する。それ以外の組み合わせでは接種間隔の制限はない。血液製

剤を投与後に麻疹・風疹・水痘・おたふくかぜ（BCG を除く）の注射弱毒生ワクチンを接種した

場合、血液製剤に含まれる中和抗体により効果が減弱する可能性があるため、血液製剤の投与

からワクチン接種までの間隔をあける（詳細後述）。 

 

3.同時接種のワクチンの種類および数 

注射不活化ワクチン、全ての弱毒生ワクチン、mRNA ワクチンは、いずれの組み合わせでも同

時接種できるワクチンの種類に制限はなく、ワクチンの数にも制限はない 3)。 

 

【術前ワクチン接種】 

1.術前ワクチンの是非が議論される主な理由 

  1)周術期に用いられる可能性がある血液製剤投与の影響 

  ①注射不活化ワクチン、mRNA ワクチン 

   不活化ワクチンに対する免疫反応は、一般的に血液製剤の影響を受けないため、不活化 

  ワクチンは、血液製剤の前、後、または同時に投与が可能である 4)。 

    ②弱毒生ワクチン 

      a.注射弱毒生ワクチン（BCG は除く）: 

     血液製剤に注射弱毒生ワクチン抗原に対する抗体が含まれている場合、生ワクチンの効 

   果が阻害される可能性があるため、生ワクチンを先行して接種した場合は、血液製剤の 

   投与を少なくとも 2週間待つ必要がある 4)。  

   b.BCG ワクチン: 

    血液製剤の投与による影響を受けないため、血液製剤の前、後、または同時に投与が 

   可能である 4)。 

      c.経口弱毒生ヒトロタウイルスワクチン、5 価経口弱毒生ロタウイルスワクチン 

      （以下、経口弱毒生ロタウイルスワクチン）: 

    血液製剤の投与による影響を受けないため、血液製剤の前、後、または同時に投与が 

   可能である 4)。 

      d.経鼻弱毒生インフルエンザワクチン: 

    血液製剤の投与による影響を受けないため、血液製剤の前、後、または同時に投与が 

   可能である 4)。 

 



 

 2)ワクチン接種後および周術期に予想される症状の類似性 

   周術期において、ワクチン接種後にも認められる発熱、倦怠感などの症状を認めた場合、 

術前の最終手術適応判断、術中術後の合併症との関連性の評価が複雑化する可能性がある 5)。 

 

2.術前ワクチン推奨スケジュール 

 1)緊急手術 

   緊急手術の適応があると判断された場合は、直前のワクチン接種歴に関わらず、必要な 

  手術は速やかに行われるべきである。 

   やむを得ず注射弱毒生ワクチン接種後、2週間以内に血液製剤を使用した場合は、6か月 

  後を目安に抗体検査でワクチンの効果を確認するか、同じ注射弱毒生ワクチンを再接種す     

る 4)。（任意接種になることに留意） 

 

 2)予定手術 

    予定手術前のワクチンの接種容認期間は各国で異なるルールが存在しており 4-6)、明確な 

  エビデンスが確立していないが、本 WGは以下を推奨する。ただし、例えば乳幼児期より複 

数回の手術が必要な基礎疾患がある患者などにおいては、本コンセンサスステートメント 

を遵守した結果、適切な時期における予防接種の機会を失うことが危惧される。 

以上より、以下の基準を満たさない場合であっても、主治医の判断で、予定手術を行う 

ことを妨げない。 

①注射不活化ワクチン、mRNA ワクチン 

周術期に診断上の懸念を引き起こすワクチン接種後の症状を回避することを目的として、

手術の 48 時間前までに接種を完了する 6)。 

    ②弱毒生ワクチン 

    a.注射弱毒生ワクチン（BCG は除く）: 

     ・麻疹、風疹、水痘ワクチン 

      血液製剤による弱毒生注射ワクチンへの影響およびワクチンウイルス由来の症状 

     出現の影響を考慮し、手術の 3週間前までに接種を完了する 5)。 

      ・おたふくかぜワクチン 

         血液製剤による弱毒生注射ワクチンへの影響を考慮することに加え、国内で用い 

     られているおたふくかぜワクチンは、稀ではあるが無菌性髄膜炎症状が出現する可 

     能性があるため 7)、手術の 4週間前までに接種を完了する。 

   b.BCG ワクチン: 

     血液製剤の投与による影響を受けないが、原則として手術の 4週間前までに接種を完 

    了する。尚、BCGによる合併症は接種後、平均13.9か月で発生するとされているため、 

    4 週間の観察期間では不十分である可能性があるが、生体肝移植の 4 年〜4週間前まで 

    に BCG ワクチン接種を受けていた 144 人の患者において、BCG による合併症は認めなか 

    った 8)、との報告がある。 

      c.経口弱毒生ロタウイルスワクチン： 

     血液製剤の投与による影響を受けない 4,9)。ただし、経口弱毒生ロタウイルスワクチ 

    ンは消化管に 7日間 10,11)〜最大１か月 4)残存することが知られているため、手術の 4週 

    間前までに接種を完了する。 

      d.経鼻弱毒生インフルエンザワクチン: 

     血液製剤の投与による影響を受けない 4,9)。ただし、経鼻弱毒生インフルエンザワク 

    チンは気道に 3〜4週間程度 4,12)残存することが知られているため、手術の 4週間前ま 

    でに接種を完了する。 

        血液製剤を使用する可能性が低い予定手術においては、血液製剤の影響を考慮する 

必要性は低下するが、ワクチン接種後および周術期に予想される症状の類似性なども 

考慮し本 WG は上記と同様の対応を推奨する。 

 

  



3)共通事項（緊急手術、予定手術を問わない） 

①抗 RS ウイルスヒトモノクローナル抗体製剤 

 注射不活化ワクチン、全ての弱毒生ワクチン、mRNA ワクチンともにその影響を受けない。 

 

 

【術後ワクチン接種】 

1.術後ワクチン推奨スケジュール（緊急手術、予定手術を問わない） 

 1)共通事項 

   ①注射不活化ワクチン、全ての弱毒生ワクチン、mRNA ワクチンとも術後状態が安定するま 

で接種を控える 5,13-15)。 

  ②周術期に血液製剤投与を受けた場合、弱毒生ワクチン接種は一定期間の延期が必要とな 

  る 4）。 

③抗 RS ウイルスヒトモノクローナル抗体製剤は注射不活化ワクチン、全ての弱毒生ワクチ 

ン、mRNA ワクチンともにその影響を受けない。 

  ④免疫不全状態と考えられる場合は、専門家へのコンサルトを行い、各々の免疫状態に合 

う接種プランを設定することが必須である 4,16-17）。 

 

 2)周術期に血液製剤の投与を受けなかった場合 

  ①注射不活化ワクチン、全ての弱毒生ワクチン、mRNA ワクチンともに術後状態が安定する 

まで接種を控える 5)。 

 

 3)周術期に血液製剤の投与を受けた場合 

  ①注射不活化ワクチン、mRNA ワクチン 

   血液製剤投与の影響は受けないが、術後状態が安定するまで接種を控える 5)。 

    ②弱毒生ワクチン 

      a.注射弱毒生ワクチン（BCG は除く）: 

    注射弱毒生ワクチンは、血液製剤に含まれる抗体による中和反応の影響を受けるため、 

接種には一定の期間を置くことが必要である 4）。 

    ・輸血（洗浄赤血球は除く）、ヒト免疫グロブリンを投与した場合 

     注射弱毒生ワクチン接種（BCG ワクチンを除く）は 3か月接種を控える 4)。 

    ・ヒト免疫グロブリン製剤を大量投与（200mg/kg 以上）した場合 

     注射弱毒生ワクチン接種は 6か月接種を控える 4)。 

    

    なお、米国においては、先行して使用された血液製剤の種類と投与量ごとに、麻疹、 

風疹、水痘、おたふくかぜ含有ワクチンの接種間隔に関する、より詳細な推奨がなされて 

いる 4,9)。 

 

   b.BCG ワクチン: 

    血液製剤の投与による影響を受けないが、術後状態が安定するまで、接種を控える 5)。 

      c.経口弱毒生ロタウイルスワクチン： 

    血液製剤の投与による影響を受けないが、術後状態が安定するまで、接種を控える 5)。 

      d.経鼻弱毒生インフルエンザワクチン: 

    血液製剤の投与による影響を受けないが、術後状態が安定するまで、接種を控える 5)。 
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